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　Abstract : Survival of Pythium zinが1･entm in soil.Hirosuke Ogura and Hitoshi YOSHIMO-

ＴＯ.£ａ&･orator:yof Plant Pathology, Faculty cびAgriculね49. This paper was studied on survival

oiP.ziれgiberu??Icaused rhizome rot on mioga plants in soil after hervest. The activity of the

pathogen by trap method with mioga rhizome pieces was kept in high･ after dying of host

plants. It made rapid decline when soil temperature turn down under 20℃at ｍａχimum or

15℃at minimum in ａ day. The durability of the propagules was related with size of soil

grain or plant debris; the larger was the longer. Although the endurable propagules on or in

soil grain went to dye during winter season, they survived in root debris of mioga plant.It

is considered that the pathogens survive in plant debris consisted of infectous host tissues

in soil and disperse toward suscept as primary infection source at optimum soil condition.

　Pythium ｚinがberumはミョウガ(Zingib・r mioga )やショウガ(Ｚ.がcinale)の根茎腐敗病の病

原菌であることは既に報告されている1･2)。高知県山間部において栽培されるミョウガにも本病害

が多発している3)。本菌はミョウガの根，根茎，シュート基部，花曹基部を禄し，発生時期は６

月下旬から９月下旬に及ぶ4･5)。土壌中の病原菌は病害発生期には容易に検出されるが，病害の

終焉とともにその菌数は激減し,｀局部的に残存するに過ぎず，その後の汚染集積がなければ次期作

付の感染源になりうる菌量を維持するには難かしいと報告されている6)。　　　　　　　　。。

　本報告はミョウガ根茎腐敗病の終焉後の土壌中に存在するp. zingibenimの活性の聚化甘ﾒび休

眠体の生存について検討した。　　　　　　　　　　｜　･●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　実験および結果　　●･

　実験へ｡ ｐ.　ｚｉｎｇｉｂｅｒｕｍの土壌中での活性　さきに報告したように4),‘高知県土佐山村におけ

る根茎腐敗病激発ﾐ･ｉウガ圃場では７月下旬以降では立毛茎のほとんどは罹病し８月中旬には地上

部は枯死した。この圃場でのp. zinがberumは６月以降に菌数は急激に゛増加するが，病害終焉場所

では土壌中の菌数は減少した。本実験は夏以降の土壌中の病原菌の消長を残澄捕捉法を用いて観察

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　≒

　実験方法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　調査圃場は土佐山村久万川地区のミョウガ栽培圃場で, 1982年８月上旬までに地上部の殆んどが

●　現在，和歌山農業試験場

　　Wakayama AgriculturalExperiment Station
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枯死した半裸地である。９月から３ヶ月間15日間隔で５Ｃｍの深さにＩＣｍに切断したミョウガ根茎を

埋め，５日後に取り出して表面殺菌後縦に２分割してコーンミＬル寒天培地上に並べ35℃で培養し，

出現する戸. zinが1･erumを観察した。また，農学部圃場にミョウガを２年間栽培したのち, 1983年

４月に本病原菌汚染土壌を被せて罹病圃場をつくり，冬期を除いて９月から翌年７月まで上記の根

茎捕捉法で本菌の消長を観察した。両区とも根茎埋没期間の５日間の地T 5 cmの地温を測定し，最

高，最低平均地温を算定した。　　　　　　　　　　犬‥'･lヽ。

　実験結果

　土佐山村圃場では10月上旬まで土壌中のp. zingiberu。1の活性は高く／それ以降は急激に活性は

低下し,11月に至って捕捉法七は本菌は検出されなかった(第１表)。農学部圃場でも出現菌数はやヽ

少ないが同じ傾向を示し11月から５月までは検出されなかったが,６月から再び出現し，７月に至っ

て多数の菌が存在した(第２表)。両地区とも捕捉限界は地温が最低15℃以下あるいは最高20℃以

下になると本菌の活性が失なわれると思われる。農学部圃場においては非罹病根茎が越冬し，４月

上旬よりシュ'－トが伸長し，６月中旬以降にその多くが罹病した６この新生組織を利用して増殖し

た病原菌が６月以降の捕捉根茎に出現したと考えられる。
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　実験2・　ｐ.　ｚｉｎｇｉｂｅｒｕｍの土壌中での残存　p.zingib。。1は晩秋より春季までは不活性の状態で

経過する。この形態は卵胞子によ,ると思われ，その存在場所は植物残直中か直接に土壌中であると

推定される。本実験では本菌の越冬場所について検討した。

　実験方法

　１．土壌粒径と残存

　上記の土佐山村久万川地区の供試圃場より深さ5～10cmの位置の土壌を８月30日，10月15日，12

月15日，２月８日に採取し，粗大残澄や粗大土塊を除去したのち，室温にて３日間風乾した。採取

土壌を径0.5niin以下, 0.5～１㎜，１～２㎜，２ｍ以上に箇別した。その一部を殺菌水とと･もに攬絆

し，浮遊する残直を炉紙上に集め採取した。残澄は炉紙とともに水洗したのち，50 ppm のストレ

プトマイシン水溶液に浸漬し，細菌を除去した。土壌は粒径別に0.08m9ずつストレプトマイシン

100 ppm 加用コーンミール寒天培地上に置き，小片残直は数個ずつ１ｍｍ以上の残澄は１個ずつ同上

培地上に置いて35℃に静置した。数日後，試料から形成される本菌菌そうを調査した。

　，２．土壌中の残直上での残存

　上記土佐山村の被害圃場から９月中旬に被害残根を採取した。その多くは根中心部は消滅し表層

を残す残澄であった。また８月上旬に切りワラを上記圃場に混入し，９月中旬に地表の敷ワラおよ

び5～10cmの深さに混入したワラを採取した。９月中旬，農学部に設定したミョウガ圃場のミョウ

ガを掘り取り，その跡地に深さ5～10cmの位置に上記の残根およびワラを埋め，10月中旬より１ヶ

月ごとに７月まで残澄中のＲ zinが&。。1の出現数を調査した。また，病原菌で汚染した圃場のミョ

ウガ根圏土壌中のＲｚ緬が1。，ｍ゛を観察した。本菌の検出には･，残直は水洗後ストレプトマイシン

100 ppm 水溶液に10分間浸潰したのちコーンミール寒天培地上に静置した。根圏土壌は粒径１～

２回の試料を１ケ所0.089ずつ同培地に静置した。各試料は35℃に３日間保ったのち出現菌数を調

査した。

　実験結果

　１．土壌粒径と残存

　P.zinがberumの耐久体は粒径の大きい土壌粒子に生存しやすいがその割合は小さく，径1～2 mm

の粒子でも12月に至ればその殆んどは死滅し，２月に至っ七生存は認められなかった。土壌中の残

澄はその大多数は枯死したミョウガの根の表層組織の残片であった。８月には小片では生存菌は

やヽ少ないが，２㎜前後の残澄はその半数が保菌していた。その後，保菌率は低下するが，２月で

も残直中の本菌は８月に比べて20～10％程度が生存した。この傾向は残澄が大きい場合には本菌の

　　Table 3　Isolated ratio of p. zinがberum from soil grain or plant debris with different size

　　　　　　　in field cropped mioga plant　　　　　　　　　　　　　　゛I

Sample* Diameterofsample
　　Isolated ratioofthefungus

Aug.　　　Oct.　　　Dec.　　　Feb.

Soilgrain

under0.5niin

　0.5－1.0

　1.0－2.0

　over 2㎜

3.5%　　　1.7　　　1.1　　　0

　7.2　　　　1.3　　　　’0　　　　　0

　9.2　　　　4.7　　　　0.2　　　　0

　－　　　－　　　－　　　－

Plantdebris

under0.5niin

　O､.5－1.0

　1.0－2.0

　over 2.0

－　　　－　　　－　　　－

12.8　　　　7.5　　　　2.1　　　　1.1

42.1　　　21.9　　　11.9　　　　9.7

47･.6　　　.16.5　　　10.9　　　　8.1

＊　Soil grain were tested about 120-96 samples per a plot,and plant debris were 80-40 pieとes.
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Table 4　Survival ratio of p. zinがゐerum in plant debris in field soil

　　Sample of

　　　tested

Debris of

　mioga root

Straw burried

　in 10 cm depth

Straw on soil

　surface

Rhizosphere

　soil of mioga

　　　　　　　　　　　　Survival ratio of pathogen （％）

Oct.　　Nov.　Dec.　　Feb.　･Apr.　　May.

43.3　　32.5　　23.8　　11.4　　12.0　11.5

18.3

2.7

9.8

3.7

１．１

8.3

0.7

5.0　　0.04

2.5　2.5

０

０

01

０

2.4

０

０

Jun.
-

1.5

０

０

3.2

Jul.
-

0.6

０

０

21.6

生存を有利にした(第３表)。土壌中の罹病枯死根は２月に至っでもその一部は柔組織は消滅する

が表層組織はその形骸を留めていた。　　　　　　。

　２．土壌中の残直上での残存　　　　　　　　　　　　　　　。卜

　p. zinが1･erumはミョウガ被害根残直から多く検出されたが，土壌に埋められたイネわらにも着生

した。しかし，土壌表面に敷いたわらには殆んど着生しなかった。ミョウガ根残直中の本菌は経時

的に減少するが，翌春になっても本菌は残存し，６月に至って急激に消滅した。,わら上の本菌の動

向も菌数は少ないがﾐ･ヨウガ残直と同じ傾向を示した。土壌表面の敷わらでは越冬は困難であった。

根圏土壌中では本菌は冬期に消滅するが，６月以降に再び検出され，７月には菌数は急激に増加し

た,(第４表)。この時期にミョウガの各部位は罹病し，２次汚染により土壌中に形成された本菌が

検出されたと思われる。

考 察

　p. zingit･erumによる根茎腐敗病は高知県下のミョウガ栽培地lに多発すふ病害の１つである3)。

小倉・吉本4)は本病害の発生ならびに本病原菌の蔓延の様相を報告し，土壌中では本菌は被害に

先行して増加し，宿主の枯死とともに減少すると述ぺた。ICHITANI and Sh川lzU7)は病害発生後の

本菌の密度は急激に減少すると報告した。

　ミョウガ根茎片を用いた捕捉法では，病害激発圃場では地上郷枯死律も病原菌の出現率は高く，

活性を維持しているが地温が最高20℃前後最低15℃になると活性は消滅し検出不能になる。病害の

発生が少ない圃場では捕捉率は小さいが，活性の消滅は同じ地温条件である。小倉・吉本8)は本

菌の菌糸の生育は高温で良好であり15℃ではわずかであること，遊走子形成は25℃が良好で15℃に

至れば極度に低下することを，卵胞子の形成も15℃では不良であることを報告した。本菌の活性は

翌年６月に至って再び現われ，梅雨期には最大になる。この現象は本菌の遊走子形成に５時間以上

の過湿状態が必要なこと8)，本菌の消長がはげしいこと6･7)などから説明される。

　P.ziﾀtがberumは容易に卵胞子を形成する5.8)。本菌は土壌粒子，ミョウガ根残澄，土壌へすき

込んだイネわらのいずれからも検出されるが敷わらからはわずかしか検出されない。土壌粒子，残

澄とも形状の小さいものは残存に不利である。また，土壌に裸出する卵胞子は冬を越えて生存する

ことは殆んどない。残存場所は根茎あるいは根の残直であると考えられる。 ICHITふland Shimizu7)

は病害発生期を過ぎると本菌は土壌から検出されないと報告した。本菌に起因するショウガ根茎腐

敗病についての一谷・新須の報告1･6･9)では，集約性の高い作型で本菌の密度は高揚するがその
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後の衰退ははげしく，局所的に次年度の作付時期まで残存するにすぎないと述べている。冬を越え

て残澄中に残存した本菌が５月から６月にかけて急に消滅したことは他菌の攻撃も考えられるが，

本菌が耐久型から活性型に移行したと思われる。この時期にミョウガの新生細根は本菌に侵害され

はじめる4)。

　ミョウガは永年栽培作物であり根茎の一部が本病原菌に侵されても環境が本菌に有利でない場合

には本菌は節を越えての侵害は困難であり，残余の根茎が翌夏の花曹生産に供される。p. zingiber一

回lは卵胞子として被害根茎残澄，被害根残澄，土と接触した敷わらあるいは土壌中に残存するが，

土壌やわらなどに存在する菌体は急激に失活し，ミョウガ残澄中の本菌が第１次伝染源として残存

し，地温が15℃を越える時期に賦活する。本菌と競合する微生物群は土壌上層に多く，貧栄養土壌

条件の下では根茎群の下層まで生活域を拡大し難いlo)。本菌はこの生活様式を繰返することによ

り当該ミョウガ圃場は根茎腐敗病常発地になると推察する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　ミョウガ根茎腐敗病を起こすPythium ｚilφberumの耐久生存について検討したj。

　ミョウガ根茎片を用いた捕捉法では本菌の活性は本病常発地では地上部枯死後も高いが，地温が

最高20℃以下;最低15℃以下に至れば急激に消滅･した。越冬後，地温が前記の域を越えると再び活

性があらわれた。耐久生存は土壌および残澄の大きさと関連した。土壌中の耐久体は冬期に消滅し

たが，ミョウガ根茎残直や根残澄では翌年５月でも本菌は検出された。しかし，６月には残澄中の

本菌は認め難く，活性化して生活組織へ移行したと思われる。
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